
 

6:30  ～起床～ 

7:00  朝のつどい・朝食・退所点検 

9:00  研修⑦ 

『安全管理（応急手当）』 

12:00  ～昼食～ 

13:00 研修⑧ 

『青少年教育施設の現状と運営』 
14:00 研修⑨ 

『青少年教育施設におけるボランティア活動』 
15:00  全体の振り返り 閉会式 

15:30  解散 

      令和３年度  

国立夜須高原青少年自然の家 教育事業    

 

 

 

 

 

○主催及び会場：独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立夜須高原青少年自然の家 

○共催：福岡県立社会教育総合センター、福岡県立英彦山青年の家、福岡県立少年自然の家「玄海の家」 

○対象：主に高校生及び大学生等（社会人も可） ３０名程度 

○参加費：３，０００円程度 （食事代、シーツ代、保険代等） 

○申込方法：申込フォーム又は申込書に必要事項を入力・記入のうえ、メール又は FAX、郵送にてお送りください。 

      【申込期間】５月１０日（月）～５月３１日（月） 

     『申込フォーム』は、URL 又は QR コードから読み取ることができます。 

     『開催要項・申込書』は、国立夜須高原青少年自然の家ホームページからダウンロードすることができます。 

 

６月１９日（土）     ６月２０日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

国立夜須高原青少年自然の家 

Tel：0946-42-5811／Fax：0946-42-5880  担当 ［ 篠原 ] 

福岡県立社会教育総合センター 

Tel：092-947-3511／Fax：092-947-8029  担当 [ 森川 ]  

福岡県立英彦山青年の家 

Tel：0947-85-0101／Fax：0947-85-0103  担当 [ 福田 ] 

福岡県立少年自然の家「玄海の家」 

Tel：0940-62-2511／Fax：0940-62-2513  担当 [ 竹井 ] 

 

＜申込＞ 

 URL → https://www.niye.go.jp/entry/app/event/apply/3848 

 

9:30  受付 

9:50  開会式  アイスブレイク 

10:30  研修① 

『青少年教育の理解』 

～青少年と体験活動の教育的意義～ 

12:00  ～昼食～ 

13:00  研修② 

『ボランティア活動の意義』 

14:30  研修③ 

『ESD・SDGｓとは』 

15:30  研修④ 

『ＫＹＴ（危険予知トレーニング）』 

16:30  研修⑤－１ 

『防災・減災（防災クッキング）』 

18:00  ～休憩・入浴～ 

19:00  研修⑤－２ 

『防災・減災（ＨＵＧ）避難所運営ゲーム』 

20:00  研修⑥ 

『法人ボランティア登録制度とは』 

21:00  １日目の振り返り 

～就寝～ 

 

 

 

 

 

tel:0946-42-5811／Fax:0946-42-5880


【持参物】 

□筆記用具 □上靴  □着替え（夜、寒くなることがあります。） □水筒 □洗面用具（ボディーソープ､シャンプー・リンス、タオル類、歯磨

きセット等） □健康保険証 □野外活動に適した服装（長袖・長ズボン) □運動靴 □常備薬 □レインウェア（雨カッパ） □軍手 

□マスク（数枚） 

【送迎バス運行予定】 ※事前申込みが必要となります。（申込フォーム又は申込書で入力・記入してください。) 

〇迎え ６月１９日（土） 

Aコース JR原田駅（8:45発） ⇒ 西鉄筑紫駅（9:00発） ⇒ 自然の家（9:30着） 

Bコース JR新飯塚駅（8:30発）⇒ JR桂川駅 （9:00発）  ⇒ 自然の家（9:30着） 

〇送り ６月２０日（日） 

Aコース 自然の家（15:45発）⇒ 西鉄筑紫駅（16:15着）⇒ JR原田駅（16:30着） 

B コース  自然の家（15:45発）⇒ JR桂川駅（16:15着）⇒ JR新飯塚駅（16:45 着） 

＜申込＞ 

URL → https://www.niye.go.jp/entry/app/event/apply/3848 

 

 

            ６月１９日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２０日（日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 講師 】 

研修①『青少年教育の理解』 ～青少年と体験活動の教育的意義～ 

国立夜須高原青少年自然の家 所長 井上 智朗 

研修②『ボランティア活動の意義』 

福岡県立英彦山青年の家 主任指導主事 岩本 健太郎 

研修③『ESD・SDGｓとは』 

国立夜須高原青少年自然の家 次長 樋口 拓 

研修④『ＫＹＴ（危険予知トレーニング）』 

  福岡県立社会教育総合センター 主任社会教育主事 高瀬 博 

研修⑤－１『防災・減災（防災クッキング）』 

  国立夜須高原青少年自然の家 企画指導専門職 篠原 和広 

研修⑤－２『防災・減災（ＨＵＧ）避難所運営ゲーム』 

  福岡県立社会教育総合センター 社会教育主事 上野 修司 

研修⑥『法人ボランティア登録制度とは』 

  国立夜須高原青少年自然の家 事業推進専門職 中村 匡寛 

 

 

 

【 講師 】 

研修⑦『安全管理（応急手当）』 

Ｗａｋｕ Ｗａｋｕ OFFICE あそ Be 隊 隊長 薄井 良文 

研修⑧『青少年教育施設の現状と運営』 

福岡県立少年自然の家「玄海の家」  主任社会教育主事 川野 顕太郞 

研修⑨『青少年教育施設におけるボランティア活動』 実践発表 

国立夜須高原青少年自然の家 事業補佐員 嶋村 菫 

  福岡県立少年自然の家「玄海の家」  社会教育施設指導員 山下 舞  

 


